
平成23年以来の増加
　平成31年1月1日現在の本市の総人口は
312,190人で、平成30年中の一年間（平
成30年1月～12月）で27人の増加となり
ました。
　平成23年以降、総人口の減少が続いて
いましたが、8年ぶりに増加に転じたこ
とになります。
　全国的に少子高齢化による人口減少が
進む中、都市としての機能を維持してい
くためには人口の確保が重要であり、微
増ではありますが、本市にとって明るい
ニュースとなりました。

「出生・死亡」と「転入・転出」
　平成30年中の出生数は前年に比べ59人
減少し、死亡数は前年に比べ182人増加
しました。
　また、平成30年中の転入者数は前年に
比べ1,384人増加し、市外への転出者数
は前年に比べ1,061人増加しました。
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❶ 生まれる人が減って、亡くなる人が増えているから、「自然増減」は
　 マイナスだけれど・・・
❷ 転入が大きく増えたから、総人口が「微増」になったんだね
❸ ここ4年は、転入が転出を上回る「転入超過」と なっているよん

※1　総人口は、各年次における1月1日時点の人口
※2　人口増減・自然増減・社会増減は、住民基本台帳登録者の増減数（各年1月から12までの各月の累計）
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平成30年の人口動態（社会増減）
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私たちの暮らす「三重県四日市市」。
市では、市民の皆さんと一緒に、このまちの魅力を確認、再発見し、

その魅力を発信していきたいと考えています。
「訪れて良し」「働いて良し」「住んで良し」

市内外の人にそう思ってもらえるまちを一緒につくっていきましょう。

年齢区分で見る「社会増減」
　左記の表を基に社会増減を年齢区分別に
分析すると、0～14歳と35～44歳に転出超
過の傾向が見られます。このことからは、
子育て世代が「市外に家を持ち、引っ越し
ていく」などの原因が考えられます。
　また、15～19歳の区分についても転出超
過となっており、大学進学を機に本市を離
れる人が多いことがうかがえます。
　一方、20～34歳の区分では大幅な転入超
過が続いています。近年の企業の力強い活
動を受けて、就職や転勤で本市に転入する
人が大幅に増えていると考えられます。
　55～64歳、80～94歳の区分では転出超
過の傾向にあり、親や子との同居・近居や
近隣の施設への入所などを機に転出する人
が多いと推測されます。

外国人の影響は？
　20～29歳の区分で1,028人の転入超過と
なっており、そのうち約50％が外国人です。
外国人転入者の増加は、本市における転入
超過（社会増）の大きな要因です。

（1）子育て・教育施策の充実

　30～40代の社会増減においては、前年
に比べ改善が見られるものの、0～19歳の
社会増減も改善できるよう、子育て世代に
選ばれるまちとなるため、子育て・教育施
策の一層の充実を図ります。

（2）多文化共生の推進

　近年、外国人の転入が増加する中、国に
おいて、「出入国管理及び難民認定法（入
管法）」の改正や在留資格の新設などが検
討されています。
　今後も外国人の社会増が見込まれること
から、引き続き、多文化共生の推進に取り
組みます。

（3）総合計画の策定

　本市が持続的に発展していくためには、
「名古屋圏の西の枢要な拠点都市」として
存在感を示していく必要があると考えられ
ます。
　そうした視点を意識して、現在取り組ん
でいる「次期四日市市総合計画」の策定を
進めていきます。

今後の本市施策の方向性
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